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球
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埜

ハ
班

究

八

六

で
細

か
L旨

,芸

ま
で
決
定
す
る
の
に
は
必
琴
映
-

べ
か
ら
ざ
る
轟
で
あ
る
｡
恐

-
は
琴
丘
が
寿
都
炭
田
蕗
の
材
料

の
内
に
散
見
し
た

F
usldiJw
elog
a
ta

va
r･
fnin
o
ris
な
ど
の
示
す
時
代
が
'今

私
共
の
求
む
る
結
果
に
極
め
て
妃

い
も
の
で
は
な
か
ら
-
か
｡

(

ヮ
シ
ソ
ト
ン
好
に
て
九
月
十
七
日
記
す
)

隠

岐

島

後

の

火

山

岩

に

裁

て
f

春

本

篤

犬

目

次

7

緒
言

-
こ

地
形
-

三

基
部
地
質
t
I
第
三
紀
層
､
2
花
樹
片
麻
岩
-

四

琴

二
組
以
後
に
於
り
ろ
噴
出
岩
-
岩
床
及
び
岩
脈

･/

輝
石
安
山
岩

'
2
ア
ル
カ

Ⅴ
流
紋
岩

.
3
ア
ル
カ
り
粗
面
岩
~
4
玄
武
岩

-
五

鈷
尾

脚

緒

雷

大
正
十
四
年

の
春
草

扇

に
宜
-

て
筆
者
は
火
山
岩
研
究
の
目
的
を
以
て
隠
岐
の
島
稜
に
約
五
十
日
を
壊
せ
-
0

岩
石
軍
研
究
は
未

だ峯
に
拒
微
成
下
の
観
察
に
止

-
化
塾
的
性
質
の
方
面
に
手
を
蝕
め
ざ
る
故
研
究
は
僻
は
未
完
成

且

つ
未
熟
な
る
も
の
な
る
が
.
叢
に
野
外
に
於
で
観
察
し
た
る
種
々
の
岩
石
の
地
質
的
関
係
だ
賢
瀞
室
に
於
て
観
餐

し
た
る
遜
れ
等
岩
石
の
岩
石
尊
的
性
嚢
だ
に
関
し
て
ま
と
し
て
峯
に
種
々
の
革
質
に
つ
い
て
の
概
略
の
記
述
を
な
し

て
大
方
の
御
示
教
を
仰
が
ん
W
欲
す
る
も
の
な

ら
｡

研
男
に
啓
-
て
小
川
教
授
'
中
村
数
軽
及
び
本
間
助
教
授
の
御
指
示
を
仰
げ
る
串
多
し
｡
又
紳
浄
教
授
者

"
P

et･
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V
o
1
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N
o
.
,0,,
1
9
1
･3.
及

び
山
上
埋
塾
土
著
『
二
十
萌
分

;
地
栗

岡
隠

岐
間

隔
.
同

説
明
革
.

明

治

二
九
年

』
に

ょ
-
啓
聴
さ
る
～
桝
多
し
｡
膝
に
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
.

〓

地

形

島
彼
は
日
本
野
斥
島
根
年
島
の
北
紋
を
躍
る
讐

二
義
米
に
横
は
れ
る
隠
岐
群
島
の
生
島
に
し
て
末
西

!
八
品
米
.

南
北
二
〇
品
米
,
周
舶
二

三
二
基
雅
･
両
壁

高

二
毒

力
基
光
を
有
す
る
略
同
形
の
島
な
-

｡
哲

序
は

1
股
に
外
洋

サ

に
向
っ
て
開
放
せ
る
た
め
絶
壁
を
似
て
囲
ま
れ
た
る
部
分
多
し
｡
東
南
に
西
郷
醤
あ
旦
し
坪
井
'
御
崎
の
両
年
島
之

か
.Ltr(

を
抱
き
･
西
南
に
都
謁
増
あ
-
て
南
側
を
浄
声
牛
島
に
て
限
ら
る
D
西
北
に
重
栖
滞
あ
JC

1.
西
郷
磯
だ
相
似
た
る
形

を
布
し
て
是
れ
ビ
反
射
の
梅
に
立
つ
｡
北
端
に
自
島
岬
の
突
出
稀
著
し
C
概
し
て
東
北
海
岸
は
小
出
八
番
-
絶
壁
に

富
み
通
行
を
許
さ
ゞ

る
箇
所
少
か
ら
す
〇
両
及
び
酉
商
撤
岸
は
単
調
な
る
絶
壁
の
連
れ
る
部
分
多
も

崖
上
叉
は
崖

下
に
沿
ひ
て
舵
か
に
通
わ
し
稗
べ
-
時
だ
し
て
直
立
深
淵
に
臨
み
金
-
通
行
し
得
ざ
る
部
分
も
あ
ら
｡
か
ゝ
る
絶
壁

は
醸
美
事
な
る
岩
石
軍

堤
綿
係
を

ポ
す
べ
き
大
断
面
を
供
し
て
地
質
単
徒
を
し
て
嘆
賞
紹
-
髄
は
ざ
ら
し
む
D

･属
島
は
揮
岸
に
接
近
し
て
多
数
碁
敵
し
ま
島
よ
-

1
基
米
を
距
つ
る
も
の
は
稀
な
-
｡
大
な
る
も
長
径
五

〇
〇
米

を
出
で
す
｡
珊
著
し
き
も
の
五
〇
筒
か
･J算
す
.

西
北
･
豪
商
の
方
向
は
本
島
地
形
及
び
地
質
構
造
上
重
要
な
る
方
向
な
-
｡
西
郷
間
に
注
ぐ
八
尾
川
亡
霊
栖
酉
に

注
ぐ
重
楢
川
E
は
島
中
最
大
の
二
川
に
し
て
両
者
の
河
口
を
連
ね
る
顔
は
略
二
川
の
露
は
す
低
地
に
令
す
｡
之
を
環

だ
し
て
地
域
を
北
東
及
び
南
西
に
二
光
別
し
得
べ
し
｡
北
東
に
大
基
山
(
禿
〇
七
米
)葛
尾
山
(
垂

二
七
米
)
鷲
峯
壷

隠
岐
島
後
の
火
山
岩
に
就
て
〓

)

蓋

七



地

球

第
六
番

第
六
班

印
O
O

八

六
三
水
)大
輔
寺
山
(
六

〇
七
光
)を
連
ぬ
る
連
嶺
あ

り
O
南
西
に
轄
属
山
(五
七

二
米
)
を
恩
義
と
し
て
略
前
者
に
並

託
せ
る
山
陵
あ
-
｡
葛
尾
山
頂
方
に
伸
張
山

孟

三

光
)
め
-
'
飴
波
は
西
方
横
尾
山
滋
向
つ
て
延
び
'
金
柑
ビ

し
て
略
H
字
形
を
墨
す
.
東
北
竿
に
於
て
は
岩
石
の
分
布
複
嫌
に
し
て
従
っ
て
地
形
錯
雑
せ
-
.
大
浦
寺
山
k
,大
審

山
は
玄
武
岩
に
ょ
り
て
な
る
火
山
に
し
て
.
前
者
は
島
中
の
最
高
峯
､
下
部
は
流
紋
岩
ビ
片
戚
岩
よ
-
な
り
､
玄
武
岩

に
よ
-
て
構
成
さ
る
ゝ
頂
上
部
は
比
較
的
開
所
を
受
け
て
急
峻
な
-
｡
北
西
'
南
東
に
伸
び
た
る
焼
き
屋
根
状
を
な

す
｡
太
巻
山
は
三
方
に
伸
び
た
る
海
運
状
の
ド
ー
ム
を
LIBL
.
頂
上
は
卒
坦
に
し
て
火
口
yJ
誰
む
べ
き
も
の
な
し
C
殆

''･/J原
形
を
損
傷
せ

ざ
る
幼
年
地
貌
を
垂
す
o
西
郷
附
近
及
び
御
崎
年
島
の
低
き
波
状
の
丘
陵
は
叉
玄
武
岩
よ
-
な
･C,

御
崎
牢
鳥
に
は
赤
畑
山
そ
の
他
の
美
し
き
乳
房
山
散
在
せ
-
｡
束
北
軍
中
央
に
於
て
流
紋
岩
よ
-
な
る
鷲
峯
'
葛
尾

山
及
び
伸
張
山
の
峻
峯
の
密
集
せ
る
地
方
は
厚
蝕
著
し
-
･
山
骨
霞
は
に
し
て
脊
梁
は
焼
き
兄
状
を
な
し
批
年
期
の

地
貌
密
室
せ
-
｡
西
南
竿
は
大
部
分
流
紋
岩
よ
り
な
-
概
し

て
九
奴
を
碑
び
た
る
山
多
-
T

椴
に
熔
岩
墓
地
の
状
を

葦
す
｡
北
酉
.
甲

南
西
聖
二
方
に
放
射
状
に
開
所
さ
れ
て
こ
の
部
に
V
字
谷
単
連
せ
-

島
中
大
な
る
河
川
な
し
｡
珊
著
し
き
も
の
を
八
尾
州
'
重
楢
川
及
び
中
村
川
yJ
す
｡
前
二
者
は
爾
来
ビ
北
西
に
流

れ
て
洗
域
に
箱
状
の
平
地
を
開
-
｡

何
れ
も
支
流
に
富
み
.
殊
に
藩
楢
川
は
寒
状
の
支
涯
を
有
し
そ
の
洗
域
は
五
箇

盆
地
を
な
す
｡

叫£
碁

盤

地

質

1

第

lニ

紀

暦

節
三
紀
厨
は
曹
岸
及
び
中
央
部
の
低
地
の
各
所
に
小
分
布
を
な
す
｡

胸
-
時
張
出
の
附
涯
に
於
て
は
五
〇
〇
水
飴



の
高
所
に
露
出
せ
-
O
第
三
紀
層
は
そ
の
沈
積
彼
に
奄
れ
る
薯
し
き
火
山
摺
物
の
兼
に
掻
乱
さ
れ
て
地
層
の
走
向
傾

斜
は
不
規
則
に
し
て
統

一
な
く

加
ふ
る
に
大
部
分
熔
岩
の
た
め
に
破
は
れ
た
る
に
A
-
基
底
の
構
造
を
知
る
事
は

殆
ど
不
可
能
な
り
.

島
の
北
部
に
於
て
犬
基
山
の
下
底
.
海
苔
田
舟
等
に
於
て
粗
面
岩
の
下
部
に
露
は
る
ゝ
も

のは
黒
色
の
頁
砦
及
び

砂
岩
よ
､-
な
-
.
屡
椀
物
化
石
を
倉
み

1
舷
に
凝
次
貿
な
ら
や
｡
時
だ
し
て
こ
の
署
岩
.
砂
岩
は
黒
色
堅
硬
に
し
て

7
粗
着
生
厨
に
見
る
も
の
ゝ
如
き
観
を
皐
す
る
域
今

の
-
｡
北
兼
三
五
度
又
は
北
西
三
五
度
の
傾
斜
を
:り
す
｡

某
北
岸
飯
美
.
布
施
附
淀
に
露
は
る
ゝ
も
の
は
凝
灰
岩
'
産
衣
角
磯
岩
に
し
て
東
南
東

へ
三

〇
度
内
外
傾
斜
す
｡

機
業
の
海
岸
に
は
石
衣
岩
の
宜
大
L･{
る
岩
塊
珂
落
せ
-
｡
こ
の
附
近
凝
衆
岩
中
に
石
凝
岩
を
挟
在
す
る
串
間
か
な
-

末
岸
に
露
は
る
ゝ
も
の
.は

r
敗
に
純
色
の
凍
次
男
砂
岩
に
し

て南
東

へ
二
〇
度
乃
至

二
〇
度
斜
下
す
｡
西
岸
に
放
て

は
褐
色
砂
岩
多
-
南
米
又
は
両
々
兼

へ
7
0
度
乃
撃

嘉

度
の
傾
斜
を
な
す
｡
西
南
減
田
附
近
に
於
て
は
安
山
岩
床

を
挟
在
L
p
階
段
状
断
層
に
て
切
ら
る
｡

都
嵩
附
鑑
に
於
け
る
褐
色
砂
岩
は
多
量
竺

7枚
貝
の
化
石
を
倉
む
｡
時
亡

し
て
砂
岩
は
石
英
p
長
石
壷

母
等
よ
･J,
堤
-
'
こ
れ
に
凝
戯
贋
を
加
ふ
る
獲

岡
岩
貿
砂
岩
な
-
0
履
植
物
化
石
を
も

含
む
｡
中
央
部
郡
番
目
附
妃
に
於
て
は
陳
岩
腐
-
驚
接
し
安
山
岩
'
流
紋
岩
及
び
韮
･:問
斑
岩
の
磯
を
布
す
｡
中
央
部

に
於
け
る
讐

二
紀
厨
は
桝
に
よ
-
て
屡
薄
き
石
溌
犀
を
介
在
す
｡
南
方
西
郷
湾
の
附
近
に
於
て
は
洞
坂
岩
ビ
共
に
珪

薄
土
を
産
す
｡

第
三
紀
層
の
商

科
は
罷
々
な
れ
で
も
概
し
て
南
東
に
傾
斜
す
る
も
の
多
き
が
如
し
｡

北
岸
に
近
き
畏
色
東
署
及
び

砂
岩
は
北
西
叉
は
北
晃
に
傾
斜
L
t
岩
質
よ
-
見
て
本
島
界
三
庇
将
中
の
下
部
を
占
む
る
も
の
ゝ
如
し
｡
そ
の
他
は

防
岐
鳥
後
の
火

山
岩
に
放
て
へ
こ

誓

一

九



地

球

第
六
谷

讐

ハ
鵬

琶

]

】
○

大
部
分
凝
次
男
に
し
て
概
し
て
南
方
に
行
-
に
つ
れ
て
上
部
暦
霧
ほ
れ
珪
敦
士
は
最
上
部
を
な
す
も
の
だ
思
は
る
｡

2

花

尚

肝

臓

碧

7
部
葦
g
･岩
準

大
部
は
片
麻
岩
状
の
大
塊
に
し
て
本
島
瀬
等
部
の
略
中
央
に
於
て
か
な
り
贋
き
慢
城
を
占
む
Q

略
樹
形
の
外
部
蟹
不
し
中
央
高
所
は
流
紋
潜
及
び
玄
武
岩
に
て
占
め
ら
れ
用
達
の
砥
部
は
準

二
死
膚
.
安
山
岩
'
胤

而
岩
及

び
玄
武
岩
に
よ
-
て
塙
さ
る
.
高
距
多
-
は
三
百
米
以
下
に
し
て
弼
-
大
浦
寺
山
の
南

側
に
於
て
五

〇
〇
米

に
逢
す
｡
中
村
川
の
支
流
東
谷
寸
時
張
山
の
東
及
び
南
側
に
瓢
立
せ
る
露
出
あ
-
て
是
等
を
迎
ぬ
る
時
は
環
状
や
分

布
,<q･,な
す
o
著
し
中
央
部
に
於
て
彼
弗
の
噴
出
岩
に
覆
は
る
ゝ
事
な
か
-
せ
ば
､
節
王
妃
層
に
よ
-
て
縁
ど
ら
れ
た

る
略
固
形
の
,露
出
聖

不
せ
し
な
ら
ん
｡
外
形
上
-
考

へ
て
叉
周
園
各
所
に
露
は
る
ゝ
第
三
紀
層
の
僻
斜
が
片
麻
岩
塊

の
間
逸
よ
-
箱
放
射
状
に
向

へ
る
傾
向
あ
る
拳
よ
-
察
す
れ
ば
第
三
紀
層
中
に
送
入
せ
る
岩
株

の動
-
も
思
は
る
｡

さ
れ
で
野
外
に
於
て
は
華

岡
岩
塊
だ
第
二
義

厨

ど
の
楼
閣
部
は
不
幸
に
し
て
常
に
隠
蔽
さ
れ
て
観
察
す
る
串
能
は
サ

岩
石
が
非
常
に
動
力
慶
贋
を
覚
れ
る
事
.
郡
寓
附
近
に
於
て
植
物
及
び
且
化
石
を
倉
め
る
砂
岩
の
或
る
も
の
が
華

岡

岩
質
種
屑
物
よ
り
な
れ
る
革
･
周
遊
異
相
が
認
め
得
ら
れ

ざ
る
轟
等
よ
-
察
し
て
荘
鍋
倉
迷
入
の
時
期
は
少
-
亡
も

第
三
紀
層
の
上
部
の
も
の
よ
-
は
古
期
に
屈
す
る
も
の
な
ら
ん
だ
;思
惟
さ
る
.

片
理
は
よ
-
静
適
せ
る
桝
亡
然
ら

ざ
る
祈
}J
あ

-
D
そ
の
方
向
も

7
定
な
ら
や
O
有
色
鋸
物
成
分
さ
し
て
白
雲
吋

及
び
累
雲
母
雨
着
あ
-
て
線
番
の
方

i
椴
的
な
-
｡
角
閃
石
は
幡
"
し
て
山
部
是
れ
に
代
れ
-

｡
東
北
部
に
於
て
は

屡
花
岡
岩
粕
を
な
し
.
布
施
,
卯
敢
闘
の
弾
幕
に
欝
出
す
る
も
の
は
倉
柘
滑
石
白
雲
母
花
崗
岩
L･4
-
｡
片
麻
岩
は
慶

)am
proph
yre
及
び
1
Plite

の
潜
脈
に
て
切
ら
る
｡
飯
糞
.
布
施
制
の
海
岸
に
於
て
片
麻
岩
中
に
不
規
則
に
送
入



せ
る

LamP
r
O
P
h

yr
e

は
乾
に
厚
さ
こ
71
三
時
の
花
岡
岩
質
の
脈
に
よ
-
て
縦
横
に
切
ら
る
｡
選
<
さ
れ
た
各
片
麻

岩
の
片
規
は
足
れ

に
迷
入
せ
る

1a
m

p

r
o
p
h
y

r
e

の
不
規
則
1･1
る
外
縁
に
並
行
に
曲
れ
-
0
-am
p
r
oph
yre
の
迷
入

せ
る
時
に
は
片
麻
岩
の
雌
の
部
は
可
動
性
を
有
せ
し
も
の
～
如
し
.
線
色
斑
岩
々
脈
は
布
施
'
元
屋
間

'原
凹
.
中

尉
問

の切
倒
叉
は
谷
底
に
多
し
｡
安
山
岩
の
熔
潜
流
だ
は
常
に
暗
緑
色
綬
密
に
し
て
肉
眼
的
斑
晶
な
き
串
に
よ
り
て

容
易
に
屈
別
さ
る
｡

肉
眼
的
性
質

有
水
川
上
流
に
露
出
せ
る
も
の
は

一
の

hand
sp
eCimenに
於
で
も
明
か
な
る
片
理
を
鼻
せ
り
｡

暗
帯
は
黒
褐
色
の
黒
雲
母
よ
-
4/甘

,
白
帯
は
石
琴

ア
ル

カ
リ
長
石
及
び
斜
長
石
の
竜
ゲ
イ
ク
状
集
食
よ
り
な
る

循

〇
〇
五
雑
種
の
垢
掴
石
は
梢
夢
魔
に
散
在
せ
-
0

範
禍
的
性
質

寧
日
形
鞘
瀧
埋

立
舵
分
正
長
石
,
微
斜
長
石
'
斜
長
石
'
石
英
及
び
雲
母
D
副
成
分
柘
掴
石
'

夙
信
子
鋸
及
び
燐
荻
石
｡

正
長
石
は
双
晶
稀
,
著
し
-
分
解
し
て
カ
オ
リ
ン
に
狸
化
せ
-
｡
屡
蜂
筒
状
の
摘
発
を
な
す
｡

A

n.rth.claseに

僻
有
守

心

m
ottled
e
x
tin
ctio
n
を
な
す
箪
ゐ
-
｡
屡
慧

毒

の
小
片
及
び
九
晩
を
滞
び
た
る
石
英
枚
を
包
嚢
す
｡

倣
斜
長
石
は
特
有
な
る
格
子
状
構
造
を
有
す
｡
常
に
他
形
結
晶
ビ
し
て
少
塵
に
存
す
｡

斜
長
石
は
ア
ル
カ
サ
長
石
に
此
し
て
著
し
-
少
量
｡

α
に
荘
角
な
る
滞
片
に
於
て

(0
10
)
の
壁
間
に
射
し
て
消
光

角

i
O
庶
叉
は
以
内
｡

a
c
id
ic
o
lig
o
c
la
se
A

b笥An
15
な
-
O
ア
ル
バ

三

･
双
晶
普
通
に
し
て
双
晶
片
は
滞
-
反

復
移
多
な
-
0
屡
轡
曲
し
て
波
状
滑
瀬
を
な
す
｡
ペ
ッ
ク
リ
ン
双
晶
稀
な
ら
す
O
カ
ー
ル
ス
メ

ー
ド
双
晶
は
稀
｡
包

薬
物
だ
し
て
稀
に
正
長
石
･
石
英
の
小
粒
を
有
す

｡
時
だ
し
て
分
解
し
て
不
分
明
の
魔
境
状
物
質
を
生
せ

-
0

隠
岐
島
後
の
火
山
岩
に
放
て
へ
こ

望

=



地

球

弗
六
怨

発
六
甥

望

凹

]

二

石
英
は
多
最
に
存
し
他
飴
物
の
間
隙
を
充
せ
-
｡
不
規
則
の
干
渉
色
を
敦
は
す
｡

黒
雲
母
は
浪
褐
色
に
し
て
多
色
性
5
.し
0
常
に

一
方
に
伸
び
た
る
不
洩
則
形
を
な
し
'
長
軸
は
格
闘

l
方
向
に
配

列
せ
り
｡

柘
欄
石
は
不
況
剤
形
を
な
し
雀
0
｡
五
1
7
粍
O
薄
片
把
於
て
挽
紅
色
O
不
規
則
だ･i,る
裂
櫨
に
富
む
r)

小
我
な
る

も
の
は
裂
鰭
な
し
｡
少
量
な
る
も
常
に
存
L
t
包
事
物
だ
し
て
屡
貴
意
母
片
及
び
頼
政
状
燐
次
石
を
宥
す
｡

風
信
子
鋸
は
小
粒
に
し
て
稀
に
あ
-
0
(
未
完
)

0
度

州

(文

槍
､

b/)∫

朝
鮮
児
碕
北
泣
座
州
那
締
り
所
在
地
ー
上
古
.1
こ
の
地
な
斯
戚
父
は
新
羅

↑ヾ
い
ム
ー
四
組
五
七
年
給
紙
赫
虐
批
新
羅
六
部
の
民
に

〟

推
さ
れ
て
君
.,J頻
り
侶
倣
干
tJ班
し
開
名
む
徐
羅
拭
t
f即
す
二
十

]
年
城
相
集
4
,て
金
城
W
い
ふ
~
爾
耗
囲
み
建
つ
ろ
=
.,)
五
十
六

位
.
敬
順
王
_こ
至
り
高
腰
の
大
瓶

に降る
(用
紙
九
二
八
)
即
ち
新

羅
ね攻
め
て
座
州
亡
籍
サ
ー
蓋
し
停
説
に
ょ
れ
げ
始
純
赫
居
l
tl

卵
生
に
し
て
英
機
臣
狐
公
は
E
=本
の
蹄
他
人
､
四
代
の
脱
肝
玉
は
日
本
よ
り
絞
れ
り
一､
あ
る
か
ら
､
金
-
我
陸
氏
寸J
同

7
族
¢
圃
な

り
.
廿
三
比
法
典
王
り
時
俳
教
わ
博

へ
､
甘
地
批
足
炎
王
り
時
任
那
む
亡
し
て
官
済
む
改
む
ー
廿
九
世
太
宗
武
烈
王
り
･相
席
TJ
聯
絆

し
て
官
糟
な
亡
し
､
文
武
王
に
秀
り
牛
島
か
統

叫
↓
'
呼
に
借
り
文
物
か
輸
入
し
､
元
暁
･#
相
法
親
等
の
名
僧
出
で
ゝ
仰
敢

犬に
興

り
.
其
柔
術
は
幣
-
べ
き
港
渉
蟹
が
す

_こ亙
れ
リ
ー
故
に
今
日
狗
泣
跨
少
か
ら
ず
､
謄
星
室
ー
石
浜
庫
ー
臨
鴻
殿
拙
､
雁
鴨
池
､
鍋
林

細
石
串
､
年
月
城
~
明
措
城
､
南
山
城

.克
陵
-
武
烈
王
陵
､
余
疫
惜
基
~
芽
基
蓄
九
厨
塔
.
神
栄
輔
､
四
面
石
仰
奇
尊
か
は
じ
め

金
石
俳
t
E
銀
等
の
遺
物
少
か
ら
ず
ー
此
地
か
躍
る
四
里
り
地
_こ
ほ
沸
圃
苛
む
り
て
多
鮮
塔
畔
地
暗
む
リ
､
帝
後
の
吐
合
山
に
前
屈

れ 甘 庖
丁こ坪 J)
り
ヽ

四
天
王
ヽ

千

宿

翌
日
e.午
r)
形
刺
ち
り
光
ち
有
名
で
め
ち
.
‥
Tl
に
近
中
産
州
に
放
て
さ
き
に
愈
近
場
り
僚
掘
あ
り
､
考

潜
i1
ろ
蛸
仙
't畠
太
子
は
本
年
十
月
=
の
地
に
兆
つ
tJ
t
光
ら
に

す
い境
か
常
拭
し
て

-
金
冠
の
洩
欠
以
下
多
-
の
官
物
和
風
ら

､
‥
れ
ね
瑞
凪
壕
泣
物
1J
し
て
-
東
城
博
物
鏑
.1
陳
列
ru
ろ
ゝ
‥
亡
に
な
っ
た
"
い
ふ
‥
･,,
で
あ
る
O


